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斉

明
天
皇

に
出
示
る

「
鬼
」
・
『
書
紀
』
の
方
法

に

つ
い
て
の
覚
書

一

『扶
桑
略
記
』
研
究
余
滴
-

柳

町

時

敏

従
第
八
輯
上
』
『国
史
大
系
』
に
よ
る
)
を
見
比
べ
て
み
る
機
会

一

は
じ
め

に

が
あ

っ
た
。
そ
の
作
業
の
途
中

で
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
を
、
以
下

記
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

同

一
の
事
柄
に
つ
い
て
扱

っ
た
い
く

つ
か
の
書
物
を
見
比
べ
て

い
る
と
結
構
面
白
い
。
あ
る

一
つ
の
事
柄
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
う

二

天
詣

の
こ
と

扱

っ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
距
離
を
置
い
て
い
る
か
…
…
。
そ

れ
は
、
そ
の
事
柄
の

一
面
的
で
な
い
あ
り
方
を
照
射
し
て
く
れ
た

『書
紀
』
を
辿

っ
て
み
る
と
、
聖
徳
太
子
の
莞
去
を
記
す
推
古

　　

　

り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
の
特
質
と
か
方
法
の
相
違
を
際
立
た
せ
て

二
十
九
年
の
前
後
か
ら
以
下
皇
極
天
皇
末
あ
た
り
ま
で
、
天
体
や

見
さ
せ
て
く
れ
る
が
、
時
と
し
て
、

一
つ
の
書
物
に
向
か

っ
て
い

気
象
の
異
常
、
自
然
災
害
や
飢
饅
、
盗
人
な
ど

の
犯
罪
の
横
行
、

た
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
も

ま
た
様
々
の
異
変
や
怪
異
等
々
の
記
事

の
多
さ

に
瞠
目
さ
せ
ら
れ

あ
る
。

る
。
周
囲
を
見
回
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
集
中
的
に
天
変
等
が
う
ち
頻

私

は
近
頃
必
要
が
あ

っ
て

『
日
本
書
紀
』
『聖
徳
太
子
伝
暦
』

る
形
の
記
事
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
皇
極
以
後

で
は
天
武
天
皇
条

『扶
桑
略
記
』
(以
下
そ
れ
ぞ
れ

『書
紀
』
『伝
暦
』
『略
記
』
。
な

に
比
較
的
天
変

の
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し

お
本
文
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
『続
群
書
類

て
、
異
様
な
ほ
ど
に
異
変
が
集
中
す
る
推
古
末

～
皇
極

の
背
景
に
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は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

の
謡
歌
の
こ
と

(同
)、
声
の
み
聞
こ
え
て
近
づ
く
と
姿
が
見
え

異
変
の
記
事
が
集
中
す
る
の
は
、
推
古
三
十

一
年
か
ら
三
十
六

な
く
な
る
猿
の
怪

(四
年
正
月
)
な
ど
の
様

々
な
不
思
議
を
も
載

年
、
野
明
六
年
か
ら
十
二
年
、
皇
極
元
年
か
ら
四
年
。
特
に
皇
極

せ
て
い
た
。

朝
は
そ
の
全
体
が
異
変
の
記
事
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

こ
れ
ら
の
頻
発
す
る
異
常
が
、
『漢
書
』
『後
漢
書
』
の
五
行
志

れ
る
。
今
、
皇
極
天
皇
紀
の
異
常
現
象
を
言
う
記
事
を
拾

っ
て
、

な
ど
の
語
句
を
用
い
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
既

に
指
摘
さ
れ
て
お

そ
の
日
付
の
み
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
。

り

(『大
系
』
頭
注
な
ど
)、
そ
の
背
景
に
は
、
中
国
の
い
わ
ゆ
る

元
年
三
月
三
日
、
同
是
月
、
四
月
、
六
月
、
七
月
九
日
、
同

易
姓
革
命
の
思
想
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

易
姓
革
命
の
思
想

月
、
八
月
、
十
月
八
日
、
九
日
、
二
十
四
日
、
同
是
月
、
十

は
、
天
変
地
異
な
ど
の
異
常
現
象
は
す
な
わ
ち
天
誼
で
あ
る
と
の

一
月
二
日
、
五
日
、
八
日
、
九
日
、
十
日
、
十

一
日
、
十
三

認
識
と
通
ず

る
が
、
そ
れ
は
、
例
え
ば

『漢

書
』
「
劉
向
伝
」

日
、
十

二
月

一
日
、
三
日
、
二
十

日
、
二
十
三
日
、
三
十

の
、

日
。
二
年
正
月

一
日
、
十
日
、
二
月
二
十
五
日
、
是
月
、
三

易
日
。
観
乎
天
文
、
以
察
時
変
。
昔
孔
子
対
魯
哀
公
、
並
言

　

月
、
四
月
七
日
、
八
日
、
二
十
日
、
二
十

一
日
、
五
月
十
六

夏
桀

・
股
紺
暴
虐
天
下
、
改
暦
失
則
摂

提
失
方
、
孟
隙
無

3

日
、
七
月
、
八
月
十
五
日
、
九
月
十
九
日
、
同
是
月
。
三
年

紀
、
此
皆
易
姓
変
也
。
秦
始
皇
之
末
至

二
世
時
、
日
月
薄

六
月
。
四
年
正
月
。

.

食
、
山
陵
論
亡
、
辰
星
出
於
四
孟
、
太
白
経
天
而
行
、
無
雲

こ

こ
に
記
さ
れ
る
の
は
、
霧
雨

(長
雨
)
や
旱
魑
、
地
震
、

而
雷
、
柾
矢
夜
光
、
螢
惑
襲
月
、
嚢
火
焼
宮
、
野
禽
戯
廷
、

雷
、
大
風
、
ま
た
暖
冬
異
変
、
冷
夏
異
常
な
ど
の
天
候
の
異
常
を

都
門
内
崩
。
長
人
見
臨
挑
、
石
阻
干
東
郡
、
星
学
大
角
、
太

い
う
も
の
だ
が
、
そ
の
中

に
、
た
と
え
ば

「無
雲
而
雨
」
(元
年

角
以
亡
。
観
孔
子
之
言
、
考
暴
秦
之
異
、
天
命
信
可
畏
也
。

三
月
三
日

・
同
十
月
是
月
)
と
か

「客
星
入
月
」
(元
年
七
月
九

の
傍
線
を
施
し
た
部
分
と
、
上
記
の

『書
紀
』

の
条
々
の
対
応
関

日
)
な
ど
の
記
事
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
ま
た
、
右

係
に
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

の
天
変
以
外
に
も
、
「茨
田
池
」
が
腐

っ
た
と
す
る
怪

(二
年
七

さ
て
、
こ
れ
ら
の
異
変
が

「天
謎
」
で
あ

っ
た
と
し
た
と
き
、

月
か
ら
九
月
)、
三
輪
山
の
猿
の
歌

の
怪

(三
年
六
月
)、

一
つ
の

そ
れ
が
蘇
我
氏
専
横
を
表
す
記
事
と
絡
ま
る
よ
う
に
し
て
載
せ
ら

茎
に
二

つ
の
花
房
を
付
け
た
不
思
議
な
蓮
の
こ
と

(同
)
、
巫
観

れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
蘇
我
蝦
夷
が
祖



廟
を
葛
城
高
宮
に
建

て
た
こ
と

(皇
極
紀
元
年
是
歳
条
)
、
入
鹿

あ
る
い
は
ま
た
こ
こ
に
、
野
明
紀
八
年
七
月
条

の
、
綱
紀
素
乱
を

が
山
背
大
兄
王
を
襲

っ
て
上
宮
家
を
討
滅
し
た
事
件

(二
年
十

一

正
そ
う
と
す
る
大
派
王
の
忠
告
を
無
視
す
る
蝦
夷
の
横
柄
さ
を
伝

月
)
、
蘇
我
父
子
が
甘
楯
岡
に
二

つ
の
大
邸
宅
を
営
ん
で
そ
れ
そ

え
る
記
事
が
、
同
六
年
か
ら
十
二
年
の
災
具
あ

い
つ
ぐ
文
脈
の
な

れ

「
上
宮
門
」
「谷
宮
門
」
と
称
し
、
子
を
王
子
と
称
し
た
こ
と

か

に
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
も
よ
い
で
あ
ろ

　　
　

(三
年
十

一
月
)
等
、
蘇
我
氏
の
専
横
を
思
わ
せ
る
記
事
が
う
ち

う
。

頻
る
異
変
を
縫
う
よ
う
に
し
て
辿
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

だ
が
、
そ
の
天
謎
は
独
り
蘇
我
氏
を
弾
劾
す

る
も
の
と
し
て
発

と
す
れ
ば
、
右
に
見
た
様
々
の
天
諮
は
、
蘇
我
氏
専
横
を
弾
劾

動
し
た
の
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

す
る

「
も
の
の
さ
と
し
」
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

蘇
我
氏
全
盛
は
、
皇
極
朝
に
極
ま
る
。
そ
の
様
態
は
ほ
ぼ
右
に

う
か
。
そ
う
い
え
ば

『書
紀
』
は
、
右
の
異
常
気
象
の
記
事
と
絡

見
た
が
、
野
明
紀
八
年
七
月
条
の
様
な
記
事
は
あ
る
も
の
の
、
皇

ん
で
、
元
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ

室
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
ま

つ
り
ご
と
を
私
す
る
、
目
に
余
る
蘇

う
な
挿
話
を
載
せ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
六
月
か
ら
の
旱
魅
は
深

我
氏

の
横
暴

の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
皇
極
朝

に
集
中
す
る
の
で
あ

　

刻
な
も
の
で
、
様
々
な
祈
願
も

一
向
に
効
果
が
な
い
、
七
月
二
十

る
。
蝦
夷
が
病
気
で
入
朝
で
き
な
か

っ
た
と
き
、
紫
冠
を
子
入
鹿

3

七
日
、
蘇
我
大
臣

(蝦
夷
)
の
意
見
で
大
乗
教
典
の
転
読
を
試
み

に
授
け
て
大
臣
の
位
に
な
ず
ら
え
た
と
い
う
の
も
、
政
治
を
私
物

る
が
、
翌
二
十
八
日
に
か
ろ
う
じ

て

「微
雨
」
が
あ

っ
た
だ
け

化
し
た
勝
手
な
振
る
舞

い
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
も

で
、

こ
れ
も
失
敗
、
と
こ
ろ
が
、
八
月

一
日
に
皇
極
天
皇
が
み
ず

皇
極
二
年
十
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

か
ら
南
淵
の
河
上
に
行
幸
し
て

「脆
拝
四
方
、
仰
天
而
祈
」
1

蘇
我
氏
の
横
暴
が
皇
極
朝
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
許
し

祈
雨

を
す
る
と
、
雷
鳴
と
と
も
に
大
雨
と
な
り
、
あ
ま
ね
く
国
中

た
皇
極
朝
の
弱
体
ぶ
り
を
示
す
こ
と
に
外
な
る
ま
い
。
そ
の
黙
認

を
潤
し
た
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
、
天
皇
の

「
至
徳
」
を
示

の
背
後
に
女
帝
と
蘇
我
氏
の
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
を
読
む
試
み
が
な

　
ヨ
　

す
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
仏
法
に
拠
り
な
が
ら
も
雨
を
降
ら
す

さ
れ
た
り
も
す
る
が
、
こ
と
の
真
偽
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
よ
う

こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
蘇
我
大
臣
の

「不
徳
」
を
表
す
も
の
と
も

な
想
定
も
可
能
な
ほ
ど
の
両
者
の
癒
着
ぶ
り
を

『書
紀
』
の
行
文

読
め

る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
も
蘇
我
氏
に
対
す
る
天
の
非
難
を
読

に
読
む
こ
と
は
十
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
。

む

『
書
紀
』
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

『書
紀
』
が
皇
極
指
弾
を
明
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
そ
の



灰
め
か
し
は
斉
明
天
皇

(
日
皇
極
)
に
見
え
る
不
気
味
な

「鬼
」

宮
。
是
時
、
新
除
朝
倉
社
木
、
而
作
此
宮
之
故
、
神
分
心壊

に
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

殿
。
亦
見
宮
中
鬼
火
。
由
是
、
大
舎
人
及
諸
近
侍
、
病
死
者

衆
。

三

「
鬼

」
1

「
葛

城
嶺

」
「
謄
駒

山

」
、

③

(七
年
)
○
秋
七
月
甲
午
朔
丁
巳
、
天
皇
崩
干
朝
倉
宮
。

そ
し

て
あ

る

い
は

「
住
吉

」

○
八
月
甲
子
朔
、
皇
太
子
奉
徒
天
皇
喪
、
還
至
磐
瀬
宮
。
是

夕
於
朝
倉
山
上
、
有
鬼
、
着
大
笠
、
臨

視
喪
儀
。
衆
苦
嵯

前

章
に
、
皇
極
朝

の
全
体

に
わ
た

っ
て
、
天
謎
と
見
ら
れ
る

怪
。

様
々
な
異
変
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
見
た
。
そ
の
皇
極
は
、
蘇
我
氏

便
宜
、
①
～
③

の
記
号
を
付
し
た
。
①
は
、
即
位
の
記
事
と
、

滅
亡

の
直
後
に
、
歴
代
で
初
め
て
退
位
し
て
帝
位
を
軽
皇
子

(孝

そ
の
直
後

に
記
さ
れ
る

「青
油
笠
」
を
着
た
怪
人
の
記
事
。
③

徳
)

に
譲
る
。
入
座
の
死
は
皇
極
四
年
六
月
十
二
日
、
蝦
夷
の
自

は
、
斉
明
崩
御
の
記
事
と
、
そ
の
喪
葬
の
際
に

「
朝
倉
山
」
に
出

殻
は
翌
十
三
日
、
皇
極
の
譲
位
は
そ
の
翌
日
の
十

四
日
で
あ

っ

現
し
た
、
や
は
り

「大
笠
」
を
着
た

「鬼
」
の
記
事
。
①
と
③
と

83

た
。
歴
代
で
初
あ
て
の
退
位
が
、
蘇
我
氏
滅
亡
の
直
後

に
行
わ
れ

は
、
い
ず
れ
も
、
同
じ

「笠
」
を
着
た
怪
異
の
物
11
鬼
の
出
現
を

た
と

い
う
こ
と
自
体
、
そ
も
そ
も
問
題
な
の
だ
が
、
今
は

一
応
措

記
し
て
、
遠
く
呼
応
す
る
。
即
位
と
怪
異
、
崩
御
と
怪
異
、
と
、

く
と
し
て
、
皇
極
は
、
孝
徳
天
皇
の
九
年
間
の
治
世
の
後
、
そ
の

同
じ
呼
吸
の
書
き
方
を
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
瞭
だ
が
、
そ
れ

　
る
　

崩
御

に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
た
歴
代
初
め
て
の
重
詐
と
な
る
。
と
こ

は
あ
た
か
も
、
斉
明
の
即
位
か
ら
崩
御
ま
で
そ
の
治
世
全
体
が

う
が
、
こ
の
斉
明
の
御
代
が
こ
れ
ま
た
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
不

「鬼
」
の
崇
り
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
の
ご
と
き
体
で

気
味
な
怪
異
現
象
に
付
き
ま
と
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
る
。

①

元
年
春
正
月
壬
申
朔
甲
戌
、
皇
祖
母
尊
、
即
天
皇
位
、
於

そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
③

の
直
前

に
も
②

の
怪
異
が
記
さ
れ
て

飛
鳥
板
蓋
宮
。
○
夏
五
月
度
午
朔
、
空
中
有
乗
龍
者
。
貌
似

い
た
。
斉
明
天
皇
が
、
「
朝
倉
橘
広
庭
宮
」

に

「遷
居
」
し
た

唐
人
。
着
青
池
笠
、
而
自
葛
城
嶺
、
馳
隠
膿
胸
山
。
及
至
午

際
、
朝
倉
社
の
木
を
切
り
払

っ
て
宮
を
作

っ
た
た
あ
、
神

の
怒
り

時
、
従
住
吉
松
韻
之
上
、
向
西
馳
去
。

に
ふ
れ
て
殿
舎
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き

に
も

「
鬼
火
」
が

②

(七
年
)
五
月
乙
未
朔
癸
卯
、
天
皇
遷
居
干
朝
倉
橘
広
庭

宮
中
に
現
れ
、
た
め
に
、
大
舎
人
や
近
侍
の
人

々
で
病
死
す
る
者



が

多

か

っ
た

、

と

い
う

の

で
あ

る

。

分

に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

は
、

ま

ず

確

認

し

て
お

き

た

い
。

　ら
　

こ

の
斉
明
朝
の
怪
異
記
事
に

つ
い
て
、
近
時
、
小
林
茂
美
氏

斉
明
朝
に
ま

つ
わ
る

「鬼
」
が
、
蘇
我
氏
の
怨
霊
で
あ

っ
た
こ

は
、
衣
裳
の

「青
」
は
、
「死
者

・
罪
人

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で

と
は
、
前
引
①
に
明
瞭
に
灰
め
か
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
キ
ー

あ

っ
た
」
と
指
摘
し
な
が
ら
、
①
③
に
共
通
す
る

「笠
」
に
注
目

ワ
;
ド
は
、
「葛
城
嶺
」
「
膿
胸
山
」
、
そ
し

て
あ
る
い
は

「住

し

て
、
「『笠

・
蓑
』
は
異
界
身
を
象
る
装
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

吉
」
で
あ
る
。

物
理
的

・
社
会
的
な
境
界
を
移
動
し
越
え
る
と
き
の
、

"や

つ

*

*

ネ

し
"

の
衣
裳
で
あ

っ
た
L、
「
不
可
視
の
霊
物
で
あ
る
鬼
に
と

っ
て

『書
紀
』
に
お
け
る

「葛
城
」
を
辿

っ
て
み
る
と
、
次
の
ご
と

の
笠

は
、
衆
人
の
目
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
感
が
知
覚
さ
れ
る
か
た

き
記
述
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
推
古
三
十
二
年
十
月
条
で
あ
る
。

ち
に
変
身
す
る
呪
具
で
あ
り
、
鬼
出
現
に
不
可
欠
の
装
い
で
あ

っ

冬
十
月
癸
卯
朔
、
大
臣
遣
阿
曇
連
緻
阿
倍
臣
摩
侶
、
二
臣
、

た
L
と
し
て
、
こ
れ
ら
①
②
③
の
怪
異
は
別
物
で
は
あ
り
得
な
い

令
奏
干
天
皇
日
、
葛
城
縣
者
、
元
臣
之
本
居
也
。
故
因
其
縣

こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
『扶
桑
略
記
』
『帝
王
編

為
姓
名
。
是
以
翼
之
、
常
得
其
縣
、
以
欲
為
臣
之
封
縣
。
於

　

年
記
』
『簾
中
抄
』
『愚
管
抄
』
な
ど
の
後
世
の
把
握
に
目
を
や
り

是
、
天
皇
詔
日
、
今
朕
則
自
蘇
何
出
之

。
大
臣
亦
為
朕
舅

3

な
が
ら
、
こ
の

一
連
の
怪
異
現
象
に

「蘇
我
氏
び
と
の
怨
霊
の
発

也
。
故
大
臣
之
言
、
夜
言
笑
夜
不
明
、
目

言
　
日
不
晩
、
何

顕
」
を
見
た
古
代
び
と
の
心
象
に
言
及
し
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
、

辞
不
用
。
然
今
朕
之
世
、
頓
失
是
縣
、
後
君
日
、
愚
擬
婦

女
帝

と
入
鹿

の
愛
人
関
係
を
想
定
す
る
可
能
性

に
も
触
れ
ら
れ

人
、
臨
天
下
以
頓
亡
其
縣
。
豊
独
朕
不
賢
耶
。
大
臣
亦
不

　　
　

て
、
そ
の
こ
と
が
後
の
皇
極

(
11
斉
明
)
女
帝
の
堕
地
獄
謳
を
生

忠
。
是
後
葉
之
悪
名
。
則
不
聴
。

み
出
し
て
ゆ
く

一
つ
の
因
子
と
な

っ
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
問

蘇
我
馬
子
が
、
天
皇
直
轄
領
大
和
六
県
の

一
つ
で
あ
る
葛
城
縣
を

題
意
識
と
出
発
点
は
異
に
す
る
も
の
の
、
同
様
の
把
握
は
深
澤
三

「元
臣
之
本
居
」
と
し
て
、
こ
の
地
を
得
る
こ
と
を
天
皇
に
請
う

　ア
　

千
男
氏
に
よ

っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。

た
が
、
そ
の
願
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た

こ
と
を
記
す
。
『大

こ
の
所
説
に
、
基
本
的
に
賛
成
し
た
い
。
が
、
い
ま
但
し
書
き

系
』
は
、
こ
こ
に

「葛
城
氏
代
々
こ
こ
を
本
居
と
し
、
蘇
我
氏
ま

を
付
け
れ
ば
、
『略
記
』
以
下
の
諸
伝
承
を
引
き
合

い
に
出
す
ま

た
そ
の
同
族
の
故
を
以
て
馬
子
は
葛
城
を
本
居
と
主
張
し
た
の
で

で
も
な
く
、
『書
紀
』
自
体

に
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
十

あ
ろ
う
し
と
注
し
、
ま
た
、
『上
宮
聖
徳
法
王
帯
説
』
『聖
徳
太
子



伝
暦
』
の
、
聖
徳
太
子
が
造

っ
た
寺
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

「高
木

父
祖
以
来
の
言
わ
ば
宿
執
と
し
て
の
葛
城
獲
得
を
前
提
と
す
る
ら

(城
)
寺
」
の
分
注
に
そ
れ
ぞ
れ

「
賜
葛
木
臣
」
「賜
蘇
我
暮
六

し
い
こ
と
は
押
さ
え
て
よ
い
。
と
す
れ
ば

「葛
城
高
宮
」
に
祖
廟

臣
L
と
あ
る
こ
と
を
引
き
な
が
ら
、
「蘇
我
馬
子
は
葛
城
臣
と
も

を
立

て
た
こ
と
を
も

っ
て
、
蘇
我
氏
繁
栄

の
極
み
と
言
う
べ
き

い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
『書
紀
』
本
文
に

「蘇
我
葛
城

か
。
そ
こ
に
皇
極
朝
の
弱
体
を
見
、
あ
る
い
は
皇
極
と
蘇
我
氏
の

臣
」
の
語
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
に
馬
子
の
こ
と

癒
着
を
見
て
そ
の
背
景
に
二
人
の
愛
情
関
係
を
透
か
し
見
る
こ
と

ば
と
し

て

「故
因
其
縣
為
姓
名
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
よ
う

も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
を
含
め
て
、
今
は
、
「葛
城
」

に
判
断
す
る
外
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
し
か
し
そ
の
馬
子
の

の
地
が
蘇
我
氏
の
栄
耀
栄
華
の
象
徴
と
し
て
把
握
で
き
る
こ
と
を

懇
請

は
、
推
古
の
、
私
情
を
去
り
道
理
を
尽
く
し
た
拒
絶
に
あ

っ

確
認
し
て
お
き
た
い
。

て
、
許
可
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

*

*

*

と

こ
ろ
が
、
そ
の
宿
願
は
、
皇
極
朝
に
至

っ
て
、
馬
子
の
子
蝦

そ
の
蘇
我
氏
は
、
聖
徳
太
子
の
嫡
子
で
蘇
我
氏
体
制
に
と

っ
て

夷
に
よ

っ
て
果
た
さ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
極
元
年
是

の
言
わ
ば
最
大
の
脅
威

で
あ

っ
た
山
背
大
兄
王
を
攻
め
滅
ぼ
す
こ

歳
条

に
次
の
記
事
を
見
出
す
。

と
に
な
る
が
、
そ
の
折
、
山
背
大
兄
王
が
い

っ
た
ん
難
を
逃
れ
て

是
歳
、
蘇
我
大
臣
蝦
夷
、
立
己
祖
廟
於
葛
城
高
宮
、
而
為
八

斑
鳩

の
地
か
ら
身
を
退

い
た

の
が
、
外
な
ら

ぬ

「謄
駒
山
」
で

倫
之
舞
。
…
…

あ

っ
た
こ
と
も
思
い
出
そ
う
。
「
膿
胸
山
」
は

『書
紀
』
中
に
全

推
古
朝
で
は
そ
の
獲
得
を
許
さ
れ
な
か

っ
た
葛
城
に
、
皇
極
朝
の

五
例
を
見
出
す
が
、
斉
明
紀
の
こ
こ
を
除
く
と
、

一
は
神
武
東
征

い
ま
、
蝦
夷
は
祖
廟
を
建
て
、
し
か
も
そ
こ
で
、
中
国
に
あ

っ
て

中
の

「膿
胸
喩
え
」
(神
武
即
位
前
紀
戊
午

年
四
月
九
日
条
)

天
子

の
特
権
で
あ

っ
た

「八
侑
之
舞
」
を
奉
納
し
た
と
い
う
。
原

で
、
他
の
三
例
は
す
べ
て
こ
の
山
背
大
兄
王
の
滅
亡
関
係
記
事
に

文
の
引
用
は
省
略
し
た
が
、
『書
紀
』
は
続
い
て
、
公
民
を
徴
し

あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

て

「
隻
墓
」
を
築
き
、
こ
れ
を
蝦
夷

・
入
鹿
父
子
の
墓
と
し
て
大

皇
極
二
年
十

一
月
、
蘇
我
入
鹿
は
山
背
大
兄
王
等
を
斑
鳩
に
襲

陵

・
小
僕
と
称
し
た
と

の
記
事
を
載
せ
る
。
皇
室

の
威
を
侵
犯

う
。
山
背
大
兄
正
方
は
応
戦
す
る
が
、
戦
況
は
明
ら
か
で
、
隙
を

し
、
あ
る
い
は
凌
駕
し
か
ね
な
い
こ
れ
ら
の
横
暴
が
、
蘇
我
氏
は

伺

っ
て

「
謄
駒
山
」
に
脱
出
、
そ
れ
を
知

っ
た
入
鹿
方
は
そ
の
探

葛
城
臣
を
継
ぐ
も
の
だ
と
の
自
負
を
背
景
と
し
た
蝦
夷
の
、
我
が

索
を
す
る
が
、

つ
い
に
こ
れ
を
捜
し
出
す

こ
と
は
で
き
な
か

っ

40



た
。

一
方

「謄
駒
山
」
か
ら
斑
鳩

に
戻

っ
た
山
背
大
兄
王
は
、
反

も
、
王
等
の
昇
天

・
成
仏
を
表
す
か
に
見
え
る
瑞
祥
と
、
そ
の
将

撃
す

れ
ば
自
分
方
の
勝
利
は
必
定
だ
が
、
そ
の
た
め
に
多
く
の

外
に
い
る
入
鹿
の
対
比
は
明
確
で
、
太
子

一
族

の
聖
性
と
、
悪
逆

お
ほ
み
た
か
ら

百

姓
を
傷

つ
け
損
な
う
の
は
本
意
で
は
な
い
と
し
て
、
結
局
、

の
臣
と
し
て
の
蘇
我
入
鹿
を
示
す
に
外
な
る
ま

い
。
蘇
我
氏
批
判

そ
こ
で
自
軽
し
て
果
て
る
こ
と
に
な
る
。

の
目
が
確
実
に

『書
紀
』
本
文
に
押
さ
え
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
だ

聖
徳
太
子
の

一
族
の
滅
亡
は
、
政
界
に
お
け
る
蘇
我
氏
の
覇
権

が
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
あ

っ
て
、
『
書
紀
』
は
続
け
て
次
の
記

勢
力
を

一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
事
件
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
ゆ

事
を
載
せ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

山
背
大
兄
王
は
、
蝦
夷
に
よ
る
野
明
帝
擁
立
の
際
の
有
力
な
対
立

蘇
我
大
臣
蝦
夷
、
聞
山
背
大
兄
王
等
、
総
被
亡
於
入
鹿
、
而

候
補

で
あ
り
、
蘇
我
氏
反
対
勢
力
の

「集
結
核
」
と
も
な
り
得

唄
罵
日
、
臆
、
入
鹿
、
極
甚
愚
擬
、
専

行
暴
悪
、
禰
之
身

　　
　
る
、
言
わ
ば
最
大
の
脅
威
な
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

一
方

命
、
不
亦
殆
乎
。

で
、

こ
の
事
件
は
、
我
が
栄
華
を
悔
ん
だ
蘇
我
氏
の
横
暴
の
極
み

入
座

の
所
業
を
聞
い
た
父
蝦
夷
は
、
そ
の
ふ
る
ま
い
を
暴
挙
と
捉

を
露

呈
し
た
こ
と
に
も
な
る
。
『書
紀
』
に
は
、

一
族
滅
亡
を
記

え
、
「禰
之
身
命
、
不
亦
殆
乎
」
と
、
そ
の
命
運
の
危
う
さ
を
危

14

し
た
の
ち
に
、
次
の
よ
う
な
不
思
議
が
書
か
れ
て
い
た
。

倶
し
嘆
じ
た
と
い
う
。
蝦
夷
の
こ
れ
が
は
た
し

て
史
実
で
あ

っ
た

干
時
、
五
色
幡
蓋
、
種
々
伎
楽
、
照
灼
於
空
、
臨
垂
於
寺
。

か
否
か
は
判
ら
な
い
。
が
、
問
題
な
の
は
、
『
書
紀
』
が
、
こ
の

衆
人
仰
観
称
嘆
、
遂
指
示
於
入
鹿
。
其
幡
蓋
等
、
変
為
黒

土
宮
家
討
滅
事
件
を
、
入
鹿
の
、
ひ
い
て
は
我
が

一
族
の
破
滅
を

雲
。
由
是
、
入
鹿
不
能
得
見
。

も
招
き
か
ね
な
い
不
祥
事
と
し
て
捉
え
る
蝦
夷

の
姿
に
言
及
し
て

五
色

の
幡
や
蓋
が
さ
ま
ざ
ま
の
妙
な
る
舞
楽
の
姿
と
と
も
に
空
に

い
る
こ
と
で
あ
る
。
果
し
て
、
こ
の

「予
言
」

は
、
そ
の

一
年
半

照
り
輝
き
、
寺

の
上
に
垂
れ
か
か
っ
た
が
、
人
々
が
そ
れ
を
賛
嘆

後
の
板
蓋
宮
大
極
殿
で
の
入
鹿
暗
殺
事
件
を
言

い
当
て
る
こ
と
に

す
る
な
か
で
、
ひ
と
り
入
座
だ
け
は
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

な
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
事
件
は
蘇
我
氏
の
頽

か

っ
た
と
い
う
。
『上
官
聖
徳
太
子
伝
補
閾
記
』
(引
用
は

『群
書

落

・
滅
亡
の
端
緒
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

類
従
』
第
五
巻
)
は
、
よ
り
荘
厳
に
こ
の
部
分
を
脚
色
し
た
上

も
で
き
よ
う
。

で
、
「
王
等
霊
魂
天
人
迎
去
而
滅
」
と
し

つ
つ
、

一
方
の
入
鹿
を

そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の

「膿
胸
山
」
は
、
蘇
我
氏
の
栄
華
の
極

明
確

に

「賊
臣
」
と
し
て
記
す
の
だ
が
、
『書
紀
』
に
あ

っ
て

み
か
ら
、
悪
逆
の
名
を
背
負

っ
て
滅
亡
に
向
か

っ
て
転
落
を
始
め



る
、

そ
の
重
大
な
転
機

に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
な
ろ

(表
筒
男

・
中
筒
男

・
底
筒
男
)
の

「荒
魂
」
は

「穴
門
山
田

う
。

邑
」
に
、
「和
魂
」
は

「大
津
淳
中
倉
之
長
峡

(現
在
の
大
阪
市

*

*

*

住
吉
区
)
」
に
鎮
座
す
る
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
荒

「葛
城
嶺
」
「
膿
胸
山
」
を
右

の
ご
と
く
に
捉
え
て
み
れ
ば
、
残

魂
L
の
鎮
座
す
る

「穴
門

(長
門
)
山
田
邑
」
は
、
『延
喜
式
』

る

「
住
吉
」
に
も
蘇
我
氏
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
た
く
な
る
が
、

神
祇
十
神
名
下
に

「
長
門
国
五
座
/
豊
浦
郡
五
座
/
住
吉
坐
荒
御

こ
の

「従
住
吉
松
嶺
之
上
、
西
向
馳
去
点
」

の
記
事

に
つ
い
て

魂
神
社
三
座
…
…
L
(引
用
は

『新
訂
増
補
国

史
大
系
』
本
)
と

は
、
じ

つ
は
、
よ
く
判
ら
な
い
。
よ
く
判
ら
な
い
か
ら
、
以
下
は

あ
り
、
「豊
浦
郡
」
で
あ

っ
て
、
『書
紀
』
仲
夏
二
年
九
月
に
は
そ

単
な

る
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、
ま
ず
、
こ
の
①

の
部
分
が
、
『住

の
穴
門
に
「豊
浦
宮
」
が
造
ら
れ
た
由
見
え
る
。
「
豊
浦
宮
」
は
、

吉
大
社
神
代
記
』
に
ほ
ぼ
同
様
の
形
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

そ

の
場
所
「豊
浦
津
」
と
と
も

に
、
住
吉
明
神
鎮
座
神
話
に
関

言
い
及
ん
で
お
こ
う
。
た
だ

『神
代
記
』
で
は
、
「大
神
飛
鳥
板

わ

っ
て
多
出
す
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。

蓋
宮
御
宇
天
皇
御
世
始
仁
夏
五
月
度
午
宣
賜
久
為
巡
検
吾
山
止
宣

と
こ
ろ
で
、
蘇
我
蝦
夷
は
ま
た

「
豊
浦
大
臣
」
と
言

っ
た
。
そ

　

賜
璽
L
と
あ

っ
て
、
住
吉
大
神

の
神
域

巡
検
と
説
き
、

そ
の

の
初
出
に
す

で
に

「蘇
我
豊
浦
蝦
夷
臣
」
(推
古
十
八
年
十
月
九

4

ヘ

へ

ら

へ

も

ヘ

ヘ

ミ

巡
検
を
終
え
た
大
神
は

「午
時
住
吉
仁
馳
還
御
座
星
聞
食
御
飯

日
条
)
と
見
え
、
以
下

「
豊
浦
大
臣
」
と
す
る
も
の
も
多
い
が
、

酒
…

…
」、
す
な
わ
ち
住
吉

に
還

っ
た
と
す
る
。
こ
の
相
違
を

さ
て
そ
の

「豊
浦
」
の
称
の
由
来
は

一
体
何
で
あ

っ
た
か
。
史
書

も

っ
て

『書
紀
』
と

『神
代
記
』
は
そ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
を
異
に

類
が
何
も
語
ら
な
い
以
上
、
不
明
と
す
る
外
な

い
。
蝦
夷
の
祖
父

　
　
　

し
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
私
な
ど
に
は
、
『神
代
記
』
が

稲
目
が
向
原
の
家
を

「浄
捨
」
し
て
寺
と
し
た

(欽
明
紀
十
三
年

『書
紀
』
を
適
宜
改
変
し

つ
つ
、
そ
の
文
脈

に
ふ
さ
わ
し
い
説
話

十
月
条
)
そ
の
寺
は
、
「桜
井
道
場
」
と
言
い
、
後

の
桜
井
寺

"

に
書

き
換
え
た
と
い
う
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
。
そ
の
際
、
『書

豊
浦
寺

の
前
身
と
さ
れ
る
が
、
と
こ
ろ
で
、

こ
の
豊
浦
寺
に

つ

紀
』

の

「住
吉
松
韻
之
上
」
の
語
が

『神
代
記
』
を
動
か
し
た
の

き
、
後

の
時
代
に
な
る
け
れ
ど
も
、
『続
目
本

紀
』
光
仁
天
皇
即

わ
ざ
う
た

だ
ろ
う
と
は
想
像
の
つ
い
で
だ
が
、
そ
う
で
あ

っ
た
と
き
、
次
に

位
前
紀
に
そ
の
即
位
の
予
兆
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
童
謡
が
世
に

気

に
な
る
の
は
、
住
吉
明
神

の
鎮
座
す
る
場
所

で
あ
る
。
『書

行
わ
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「葛
城
寺
乃
。
前
在
也
。
豊
浦
寺

紀
』
神
功
皇
后
紀

(『神
代
記
』
も
ま
た
同
様
)
に
、
住
吉
三
神

乃
。
西
在
也
。
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。
…
…
」

(引
用
は

『新
訂
増



補
国
史
大
系
』
本
)
と
い
う
も

の
で
、
こ
れ
は
催
馬
楽
の

「
葛

の
よ
う
に
読
ん
だ
う
え
で
、
斉
明
朝
の

「鬼
」
に
戻
れ
ば
、
こ
こ

城
L

に
き
わ
め
て
相
似
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ

に
よ
る
と
、
「
葛

に
蘇
我
氏
の
亡
霊

へ
の
灰
め
か
し
が
窺
い
見
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

　
い
　

城
寺
」
と

「豊
浦
寺
」
と
は
同
じ
寺
を
言
う
も
の
の
ご
と
く
で
あ

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
青
い
油
笠
を
着
て
、
「怨
霊
龍
」
に
乗
り
、

る
。
蝦
夷
の
父
馬
子
が
葛
城
出
身
の
故
を
以
て

「蘇
我
葛
城
臣
」

「葛
城
嶺
」
か
ら

「膿
胸
山
」
ま
で
馳
せ
、
隠

れ
た

「鬼
」
は
、

と
も

言
い
、
「葛
城
寺
」
を
賜

っ
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば

(前

蘇
我
蝦
夷
か
入
鹿
か
。
「
膿
胸
山
」
に
、
わ
が

一
族
の
頽
落
の
兆

述
)
、
蝦
夷
は
そ
の

「葛
城
寺
」
の
別
称

「豊
浦
寺
」
に
因
ん
で

し
を
見
て
取

っ
た
悔
し
さ
の
怨
念
と
受
け
止

め
れ
ば
、
ま
た
、

「
豊
浦

大
臣
」
と
称
し
た
と

の
推
測
も
で
き
よ
う
か

(も

っ
と

「住
吉
」
が
読
め
る
と
す
れ
ば
、
『
略
記
』
の

「時
人
」
が
取
り
沙

も
、
蝦
夷
に
因
ん
で

「豊
浦
寺
」
の
別
称
が
生
ま
れ
た
と
い
う
全

汰
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
蝦
夷
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し

く
逆

の
推
測
も
成
り
立

つ
)。
あ
る
い
は
、
推
古
即
位
前
紀
十
こ

れ
な

い
が
、
も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ど
ち
ら
で
も
良

月
条

に
見
え
る

「豊
浦
宮
」
(
こ
れ
は
前
出
長
門
の
そ
れ
と
違

つ

い
。
こ
こ
で
は
、
「葛
城
嶺
」
「
膿
駒
山
」
(そ
し
て
ひ
ょ
っ
と
す

て
大
和
)
と
関
係
す
る
か
。
そ
れ
が
最
も
穏
や
か
な
気
が
す
る

る
と

「
住
吉
」
)
を
鍵
語
と
し
て
蘇
我
氏
の
怨
念
を
暗
示
し
た
『
書

3

も

る

が
、
想
像

つ
い
で
に
こ
れ
を
前
出
長
門
の
住
吉
と
関
わ
ら
せ
て
み

紀
』
の
方
法
と
歴
史
認
識
を
押
さ
え
て
お
け
は
良
い
の
で
あ
る
。

た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
「豊
浦
臣
」
の
語
は
、
蘇
我

斉

明
天
皇
条

の
怪
異
調
を
め
ぐ

っ
て
、
小

林
氏
は
、
「女
帝

氏
の
祖
と
神
功
皇
后
の
新
羅
征
伐
と
の
関
わ
り
を
主
張
し
た
も
の

が
、
臣
下
の
蘇
我
入
鹿
と
深
い
仲
に
あ

っ
た
と
な
れ
ば
」
と
前
提

で
あ
る

(そ
れ
は
、
古

の
葛
城
氏
と
同
族
の
故
を
も

っ
て
馬
子
が

し
な
が
ら
、
「在
位
中
の
彼
女
に
執
念
く
と
り
悪
く
蘇
我
氏
び
と

「蘇
我

葛
城
臣
」
と
称
し
た

〈
11
前
述
〉
こ
と
と
も
相
似
る
)
と

の
怨
霊
出
現
の
伝
承
は
、
恋
の
愛
憎
の
因
果
律

で
染
め
上
げ
ら
れ

　り
ね

い
う

こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
妄
説
な
が
ら
、
①
の

て
い
く
の
も
必
然
の
情
理
と
し
て
理
会
で
き
な
く
は
な
い
L
と
さ

「葛

城
嶺
」
「膿
胸
山
」
を

ひ
き
ず
る

「鬼
」
は
、
「
住
吉

(神

れ
た
。
説
話
化
さ
れ
て
ゆ
く
伝
承
を
睨
ん
だ
う
え
で
の
こ
の
発
言

社
)
」
か
ら

「向
西
」、
す
な
わ
ち
長
門
の

「
豊
浦
宮
」
の
方
向

へ

が
そ
の
ま
ま

『書
紀
』
の
文
脈
の
中
に
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
慎

馳
せ
去

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

重

で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
『書
紀
』
自

体

に
蘇
我
氏
の
怨
念

へ
の
暗
示
を
読
む

こ
と

が
出
来
る
と
す
れ

「
住
吉
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「葛
城
嶺
」
「膿
胸
山
」
を
右

ば
、
そ
の
怨
念
の
裏
に

「恋
の
愛
憎
」
を
見
る

の
は
極
め
て
魅
力



的

で
あ
る
。
女
帝
と
入
鹿

の
愛
情
関
係

の
真
偽
は
不
明
と
し

て

珊
五
年
春
二
月
、
陸
奥
国
有
狢
、
化
人
以
歌
之
。
○
夏
五

も
、

そ
の
よ
う
な
想
定
も
可
能
な

ほ
ど
の
両
者

の
癒
着
ぶ
り
を

月
、
有
蝿
聚
集
。
其
凝
累
十
丈
之
。
浮
虚

以
越
信
濃
坂
。
鳴

『書

紀
』

の
行
文
に
読
む
こ
と
は
十
分
に
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

音
如
露
。
則
東
至
上
野
国
而
自
散
。

そ
う
見
て
み
る
と
、
歴
代
で
初
め
て
と
い
う
皇
極
天
皇
の
退
位

計
六
年
春
二
月
戊
寅
朔
甲
辰
、
天
皇
臥
病
。
〇
三
月
丁
未
朔

が
、
蘇
我
氏
滅
亡
の
直
後
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
単
に
蘇

戊
申
、
日
有
蝕
孟
之
。
○
…
…

(天
皇
の
遺
詔
)
○
癸
丑
、

我
氏

の
目
に
余
る
様
々
な
専
横
を
黙
認
し
続
け
た
皇
極
朝
の
弱
体

天
皇
崩
之
。
惜
籏
℃
即
濱
於
南
庭
。
○
夏
四
月
朔
辛
卯
、電
零
。

ぶ
り
を
示
す
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
黙
認
の
裏
に
皇
極
女
帝
と
蘇

大
如
桃
子
。
○
壬
辰
、
電
零
。
大
如
李
子
。
自
春
至
夏
、
旱

我
氏

と
の
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
の
暗
示
が
透
か
し
読
め
て
く
る
こ
と

之
。
○
…
…
。

に
な

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
部
分
、
蘇
我
馬
子
と
推
古
天
皇
の
死
を
叙
す
る
以
外
は
全

て
異
常
気
象
や
天
体

の
異
常
な
ど
の
様
々
な
異
変
の
叙
述

に
終
始

四

「
蚤

尤
旗

」

と

「
指

南
車

」

す
る
。
あ
た
か
も
、
大
臣
の
莞
去

・
天
皇
の
崩
御
と
い
う
二

つ
の

　

死
が
、
う
ち
頻
る

「も
の
の
さ
と
し
」
の
中
に
取
り
押
さ
え
ら
れ

4

右

の
よ
う
に
把
握
し
た
上

で
、
も
う

一
度

「天
讃
」
の
記
事
に

る
、
そ
の
圧
倒
的
な
文
勢
を
捉
え
て
お
き
た
い
が
、
と
こ
ろ
で
こ

戻

っ
て
み
た
い
。
皇
極
朝
に
頻
発
す
る

「天
認
」
が
、
じ
つ
は
推

こ
に
は
、
聖
徳
太
子
の
莞
去
の
影
を
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

志
紀
末
に
始
発
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
今

う
に
思
う
。
太
子
は
推
古
天
皇
の
摂
政
と
し
て
、
蘇
我
馬
子
と
協

そ
の
中

で
、
推
古
三
十
四
年
か
ら
三
十
六
年

(最
末
年
)
ま
で
の

力
し
て
新
た
な
国
家
体
制
の
確
立
に
意
を
用
い
、
ま
た
、
篤
実
な

部
分
を
摘
記
し
て
み
る
。

仏
教
信
徒
と
し
て
そ
の
興
隆
に
力
を
注
い
だ
、
推
古
体
制

に
極
め

淵
四
年
春
正
月
、
桃
李
花
之
。
〇
三
月
、
寒
以
霜
降
。
○
夏

て
重
要
な
人
物
だ
が
、
そ
の
太
子
の
死
が
、
推
古
二
十
九
年
二
月

五
月
戊
子
朔
丁
未
、
大
臣
亮
。
・.・…
〇
六
月
、
雪
也
。
◎
是

条
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
文
脈
を
押
さ
え
れ
ば
、

歳
、
自

三
月
至
七
月
、
霧
雨
。
天
下
大
飢
之
。
老
者
傲
草

こ
れ
は
、
太
子
の
菟
去
に
続
い
て
の
こ
れ
ら
二
人
の
死
を
、

一
つ

根
、
而
死
王
道
垂
。
幼
者
含
乳
、
以
母
子
共
死
。
又
強
盗
窟

の
時
代
の
終
わ
り
の
象
徴
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
蝦
夷

・
入
座
ら

盗
、
並
大
起
之
、
不
可
止
。

の
台
頭
す
る
新
し
い
時
代
の
到
来

へ
の

『書
紀
』
な
り
の
評
価
の



暗
示

で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

・
津
国
宰
献
物
。
其
形
如
出
蒲
生
河
者
。
太

子
悪
之
。
謂
侍
従

さ

て
、
そ
の
太
子
の
莞
去
は
、
そ
れ
を
予
兆
す
る
か
と
思
わ
れ

日
。
此
禍
之
物

(初
イ
)
也
。
早
令
捨

去
。

(同
夏
四
月

る
よ
う
な
二
つ
の
記
事
を
持

つ
。

条
)

①

廿
七
年
夏
四
月
己
亥
朔
壬
寅
、
近
江
国
言
、
於
蒲
生
河
有

『書
紀
』
と
月
表
示
を
異
に
す
る
が
、
い
ま
そ
の
こ
と
は
問
わ

物
。
其
形
如
人
。
○
秋
七
月
、
摂
津
国
有
漁
父
、
沈
署
於
堀

な
く
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
『伝

暦
』
が
、
「禍
始
干

江
。
有
物
入
署
。
其
形
知
見
、
非
魚
非
人
、
不
知
所
名
。

此
」
「是
為
国
禍
」
「
此
禍
之
物

(初
イ
)
」
な
ど
と
、
こ
の
事
件

②

(推
古
廿
八
年
)
十
二
月
度
寅
朔
、
天
有
赤
気
。
長

一
丈

を
明
確
に
凶
兆
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も

「国

飴
。
形
似
雄
尾
。

禍
」
と
い
う
。
異
文

の

「此
禍
之
初
」
に
拠
れ
ば
な
お
明
瞭
だ

①
は
、
近
江
国
と
摂
津
国
で
続
け
て
人
と
も
魚
と
も

つ
か
な
い
奇

が
、
『伝
暦
』
は
、
こ
れ
を
太
子

の
近
い
死

の
予
兆
と
し
て
ば
か

妙
な
も
の
が
水
か
ら
上
が

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
。
②
は
、
陰

り
で
な
く
、
そ
の
死
を
契
機
と
し
て
、
以
下
う
ち
続
く
こ
と
に
な

謀

・
兵
乱
の
兆
で
あ
る
と
い
う

「赤
気
」
の
怪
が
あ

っ
た
こ
と
を

る

「国
禍
」
の
兆
と
し
て
、
こ
の
怪
異
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い

ら

記
し

て
い
る
。

る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『書
紀
』
②

に
相
当
す
る
部
分

4

『
書
紀
』
は
こ
れ
ら
の
記
事
を
載
せ
る
だ
け
で
、
特
別
な

コ
メ

が
、

ン
ト

は
付
け
な

い
が
、
平
安
時
代
初
期
に
成

っ
た
と
思
わ
れ
る

天
有
赤
気
。
長

一
丈
齢
。
形
如
難
尾
。
太
子
大
臣
共
裏
之
。

『聖

徳
太
子
伝
略
』
(『続
群
書
類
従
』
第
八
輯
上

に
よ
る
)
に

百
済
法
師
奏
日
。
是
為
貴
尤
旗
。
兵
之
象
也
。
恐
太
子
遷
化

は
、
『書
紀
』

の
こ
れ
ら
の
条

々
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
を
載
せ
な
が

之
後
。
七
年
有
兵
。
滅
太
子
家
歎
。
太
子
願
之
。
(推
古
廿

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な

コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
。

八
年
冬
十
二
月
)

ま
ず
①
。
『伝
暦
』
は
こ
れ
を
二
箇
所
に
分
け
て
載
せ
る
。

と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
「
天
有
赤
気
」
と
い

し

ゆ

う

き

・
近
江
国
司
便
啓
日
。
蒲
生
河
有
物
。
其
形
如
人
非
人
。
如
魚

う
天
体

の
異
常
を
、
百
済
の
法
師
が
、
「
量

尤

旗
」
(星
の
名
。

非
魚
。
太
子
謂
左
右
日
。
禍
始
干
此
。
夫
人
魚
者
瑞
物
也
。

彗
星
に
似
て
後
が
曲
り
、
兵
乱
の
前
兆
を
示
す

と
い
ふ
。
〈
『大
湊

　
び
　

今
元
飛
菟
出
人
魚
者
。
是
為
国
禍
。
汝
等
識
之
。
(推
古
廿

和
辞
典
』〉
)
で
あ
る
と
し
て
、
太
子
遷
化
七
年
後
の
兵
乱
と
太
子

七
年
春
正
月
条
)

一
族
の
滅
亡
を
予
言
す
る
、
と
い
う
も
の
で
、
言
う
ま
で
も
な
く



こ
れ
は
、
先
の

「
人
魚
」
の
怪
と
並
ん
で
、
蘇
我
臣
入
鹿
に
よ
っ

迷
、
於
是
作
指
南
車
、
以
示
四
方
、
遂
檎
蛋
尤
、
而
即
帝

て
、
聖
徳
太
子
の
嫡
子
山
背
大
兄
王
等
が
攻
め
ら
れ
、
太
子
の

一

位
。

族
が
絶
え
る
と
い
う
皇
極
天
皇
二
年
十

一
月

の
事
件
ま
で
を
睨
ん

黄
帝

(名

は
軒
韓
)
が
量
尤
を
征
伐
し
た
と

き
の
逸
話
。
「大

だ
、
極
め
て
息
の
長
い
予
兆
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し

霧
」
を
作
り
兵
士
を
昏
迷
に
陥
れ
て
抵
抗
す
る
量
尤
に
対
し
て
、

て
い
た
の
で
あ
る
。

黄
帝
は

「指
南
車
」
を
作

っ
て
よ
く
方
角
を
知
り
、
遂
に
こ
れ
を

　お
　

さ
て
、
右

に
見
た

『伝
暦
』
の
記
事
を
、
以
下
、
『
書
紀
』
に

征
討
し
て
帝
位
に
即
い
た
、
と
い
う
の
だ
が
、

こ
の
逸
話
を
押
さ

付
さ
れ
た

「
注
釈
」
と
し
て
見
て
ゆ
く
と
ど
う
な
る
か
。
特
に
面

え
た
上

で

『書
紀
』
に
戻

っ
て
み
る
と
、
「赤

気
」
の
怪
が
、
に

白
い

の
は
、
「蛋
尤
旗
」
の
こ
と

で
あ
る
。
『
書
紀
』

の
こ
の
条

わ
か
に
、
あ
る
意
味
性
を
も

っ
て

『書
紀
』
の
文
脈
の
な
か
に
浮

(推
古
二
十
八
年
十

二
月
)
に
は
た
だ

「天
有
赤
気
」
と
あ
り
、

上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
形
状
を
述
べ
る
の
み
で
、
『伝
暦
』
の
よ
う
な

「解
説
」
な

『
伝
暦
』
の

「
百
済
法
師
」
は
、
こ
れ
を

「蛋
尤
旗
」
と
見
て

ど
施

さ
れ

て
い
な

い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
既
述
し
た
。
だ
が
、

こ
こ
に

「
丘
ハ之
象
」
を
読
ん
だ
。
だ
が
、
「量
尤
旗
」
の
さ
ら
に

『書
紀
』
が
こ
の

「赤
気
」
を

「童
尤
旗
」
で
あ
る
と
し
て
い
た

奥
に

「貴
尤
」
な
い
し

「童
尤
の
逸
話
」
を
す
か
し
み
れ
ば
、
賊

こ
と

は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
「形
似
維
尾
」
と
い

に
よ

っ
て
兵
乱
が
あ
る
が
、
そ
の
賊
は
や
が
て
聖
帝
に
よ

っ
て
征

う
形
状
が
、
例
え
ば

「貴
尤
之
旗
、
類
彗
而
後
詰
、
象
棋
」
と
す

討
さ
れ
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
め
る
の
で
は
な
い
か
。
す

る

『史
記
』
「天
官
書
」
や

『晋
書
』
「天
文
志
」
の
記
述
に
よ
く

な
わ
ち
、
蘇
我
入
鹿
は
、
山
背
大
兄
王
等
を
滅
ぼ
し
、
天
下
の
政

　
け
け

通
う

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の

「量
尤
旗
」
の
名
の
由
来
と
な

っ
た

を
私
し
、
専
横
を
き
わ
め
た
が
、
中
大
兄
皇

子

(天
智
天
皇
)

「量
尤
」
(黄
帝
時
代
の
諸
侯
だ
が
、
そ
の
素
姓
は
諸
説
あ

っ
て

一

は
、
そ
の
入
鹿
を
、
中
臣
鎌
子

(鎌
足
)
ら
と
謀

っ
て
謀
殺
し
、

定
し
な
い
。
兵
乱
を
好
み
、
暴
虐
の
限
り
を
尽
く
し
て
天
下
を
揺

蘇
我
宗
家
を
打
倒
し
て
、

い
わ
ゆ
る
大
化

の
改
新
の
端
緒
を
閉

る
が
し
た
)
に

つ
い
て
、
『古
今
注
』
(晋
、
崔
豹
撰
)
「輿
服
」

い
た

『書
紀
』
「赤
気
」
の
怪
は
、
こ
の
蘇
我
氏
滅
亡
ま
で

の

「指
南
車
」
の
項

に
次

の
よ
う
に
載
せ
る
こ
と
に
注
目
し
た

も
射
程
距
離
に
お
さ
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

い
。

そ
れ
は
、
次

の
こ
と
に
よ

っ
て
も
裏
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
思

起
黄
帝
與
童
尤
戦
於
琢
鹿
之
野
、
蚤
尤
作
大
霜
、
兵
士
皆

う
。
先
の
逸
話
に
お
い
て
量
尤
征
伐
の
重
要
な
鍵
を
握

っ
て
い
た
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の
は

「指
南
車
」
で
あ

っ
た
。
が
、
じ

つ
は
、
そ
の

「指
南
車
」

し
て
、
蛍
尤
と
入
鹿

(蘇
我
氏
)、
軒
韓

(即
位
し
て
黄
帝
)
と

へ
の
言
及
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ

『書
紀
』
の
、
斉
明
四
年
是
歳
条
お

中
大
兄
皇
子

(天
智
)
、
の
照
応
が
図
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ

よ
び
天
智
天
皇
五
年
是
冬
条
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ

と
で
あ
る
。

の
二
条
を
抜
き
出
し
て
示
す
。

.

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
把
握
し
て
み
る
と
、
斉
明
四
年
に
造

・
沙
門
智
喩
、
造
指
南
車
。
(斉
明
天
皇
)

ら
れ
た

「指
南
車
」
が
天
智
五
年
に
至

っ
て
始
め
て
天
智
天
皇
に

・
倭
漢
沙
門
智
由
、
献
指
南
車
。
(天
智
天
皇
)

献
上
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
面
白
い
。
大
系
本

『
書
紀
』
は
、
天

い
ず
れ
も
ど
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
記
述
で
、
前
後
に
そ
れ
と
開

智
条
に
、
「知
由
が
九
年
前
に
造

っ
た
指
南
車
を

こ
の
冬
に
献
上

連
す

る
記
事
も
な
い
。
だ
が
、
こ
の

「指
南
車
」
な
る
も
の
は
、

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
あ
る
い
は
単
な
る
異
伝
か
」
と
頭
注

『
書
紀
』
に
こ
の
二
例
を
数
え
る
の
み
。
以
下
、
『続
目
本
紀
』
以

す
る
が
、
お
そ
ら
く

「
指
南
車
」
な
る
も
の
が
、
斉
明

・
天
智
の

降
の
正
史
に
ま

っ
た
く
見
え
ず
、
そ
れ
以
後
の
史
料
類
に
も
、
こ

両
条
に
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
よ
う
な
形
で
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
自

の
語
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
寡
聞

に
し

て
知
ら
な
い
。

つ
ま

体
に
意
味
が
あ

っ
た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
天
智
五
年
条
の
記
事
を

り
、
『書
紀
』
の
こ
の
二
条
を
も

っ
て
、
孤
例
と
す
る
外
な
い
ら

以
て
、
「
赤
気
」
と

「指
南
車
」
の
遠

い
呼
応

は
よ
う
や
く
完
結

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。
『書

し
た
の
で
あ

っ
て
、
斉
明
四
年
に
沙
門
智
喩
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た

ヘ

ヘ

ヘ

ミ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ゐ

ヘ

ヤ

へ

も

へ

紀
』
は
、
「貴
尤
旗
」
お
よ
び

「童
尤
征
伐
の
逸
話
」
を
核
と
し

指
南
車
は
、
斉
明
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
、
と
い

も
と
す
え

て

、

「
赤

気

」

と

の
、

言

わ
ば

本

末

を

図

る

形

で
、

こ

の

「
指

南

う

こ
と

で
あ

る

。

　め
　

車
」

に
言
及
し
た
と
考
え
る
外
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ

蘇
我
氏
滅
亡
を
計
り
そ
れ
を
実
行
し
た
の
は
、
斉
明
で
は
な
く

ん
、
先

の

『古
今
注
』
の
場
合
は
、
黄
帝
が

「指
南
車
」
を
造

っ

て
中
大
兄
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
当
然

で
あ

っ
た
、
と
言

た

の
に
対
し

て
、
『
書
紀
』
で
は
、
智
由

(智
喩
)
が

こ
れ
を

う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
皇
極
11
斉
明
は
、
じ

つ
は
政
治
の
偲
儘
で

造

っ
て
天
智
天
皇
に
献
上
し
た
の
で
あ
る
し
、
量
尤
の

「大
霜
」

あ
り
、
そ
の
背
後
に
あ

っ
て
政
治
の
実
権
を
握

っ
て
い
た
の
は
、

　　
　

も

『
書
紀
』
に
は
な
く
、
し
た
が

っ
て

「指
南
車
」
の
活
躍
と
い

中
大
兄
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
な
お
.さ
ら
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
こ

う
こ
と
も
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
差
異
は
、
恐
ら
く
本
質
的
な

と
を
も
う
少
し
深
刻
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
て
お
く
こ

も
の
で
は
な
い
。
大
事
な
の
は
、
「赤
気
」
「
指
南
車
」
を
鍵
語
と

と
が
で
き
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
弾
劾
さ
れ
る

べ
き
は
、
ひ
と
り
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蘇

我

氏

の

み

で

は
な

か

っ
た

、

と

い
う

『
書

紀

』

の

、

皇
極

ほ
斉

〈
注
〉

明
へ
の
評
要

で
豊

(-
)九
曜
蝶
紆
甥
嚢

臨
雛
祭

難

墾
砧
灘
筆

「聖
徳
太
子
伝
私
記
法
起
寺
塔
婆
露
盤
銘
」
等
に
推
古
三
十
年
と

五

『書

紀

』

の
方
法

-

結

語

に
か

え

て

あ
り
、
現
在
は
こ
の
推
古
三
+
年
説
を
定
説
と
す
る
。
『略
記
』

は
、
二
十
九
年
説

・
三
十
年
説
の
二
説
を
挙
げ
、
「私
云
」
と
し

て
疑
義
を
提
出
し
て
い
る
。

先

に
私
は
、
蘇
我
氏
の
横
暴
に
向
け
ら
れ
た
か
の
ご
と
き
怪
異

(2
)

蘇
我
入
鹿
を
・
横
暴
悪
逆
の
臣
で
は
な
く
、
む
し
ろ
有
能
な
為

現
象
を
見
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
た
だ
蘇
我
氏
に
向
け
ら
れ
た
だ
け

政
者
と
見
る
見
方
も
提
出
さ
れ
て
い
る

(田
中
富
雄

「皇
極
帯
の

の
.天
謎
・
で
は
な
か
・
た
・
妄

『童.紀
・
は
.童
尤
征
伐

懇

撮

勤

購
藷

別

嘆

識

馴

祉
繁

藤

賠
坪

の
逸

話

」

の
引

用

に

よ

っ
て
暗

示

し

た

の
だ

と

思

わ

れ

る
。

「
天

鹿

〈
更
名
鞍
作
〉
自
執
国
政
・
威
勝
於
父
。
由
是
、
盗
賊
恐
煽
、

謎

」

は
す

な

わ

ち

、

皇

極

11
斉

明

天

皇

に

こ
そ

向

け

ら

れ

た

の

で

路
不
拾
遺
」
と

い
う
記
事

に
は
、
入
鹿

の
威
徳
を
見
る

こ
と
が

で

あ
.
発

専

難
鑓

臥
馨

礼
義

い
輪
轄
礪
鯉
厭
饗

娼

そ
う
捉
え
て
み
れ
は
、
『書
紀
』
に
あ

っ
て
の
天
変
地
異
や
異

飛
鳥
の
防
御
体
制
を
固
め
る
た
め
の
緊
急
措
置
で
あ
っ
た
と
評
価

常
現
象
な
ど
の
怪
異

へ
の
言
及
は
、
じ

つ
は
き
わ
め
て
方
法
的
で

で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ま
問
題
な
の
は
、
歴
史
的
存
在

あ
・
た
と
舌
早
つ
・
と
が
落

よ
兎

そ
・、に
は

.重.紀
』
の
巧
妙

駐

蛎

薙

襲

弊

難

び

鏡

、韓

襲

雄

な

歴

史

批

判

の
仕

掛

け

が

隠

さ

れ

て

い
た

と

考

え

る

。

る
。

『
伝

暦

』

の

よ

う

に

「
国

禍

」

と
表

明

は

し

な

い
も

の

の
、

ま

(
3
)

注

(
2
)
と
同
。
ま
た
、
梅
原
猛

に
も
皇
極
女
帝
と
蘇
我
入
鹿

の

繕
螺
嚢

翼

白酢
護

鞭灘

顯羅

黙
雄

蘂

箋
製

扁
繍
童

を

、

蘇

我

氏

専

横

と

、

そ

れ

を

許

し

た

皇

極

11
斉

明

へ
の
天

謎

と

(
4
)
河
内
祥
輔
氏

は
、
皇
統
形
成

の
原
理
を
、
「
六
世
紀
型
」
と

「
八

し

て
提

示

し

な

が

ら

、

そ

の
政

治

の
歪

み
を

、

「
赤

気

」

の

怪

に

世
紀

型
L

に
大

き
く
分

け

て
、
詳

し
く
分
析

さ
れ

る
が
、
そ
れ

始
責

据
苗
車
L
献
上
で
終
息
す
る
と
い
う
枠
組
み
の
中
で

議
搬

難

題
胸
繋
麺

%
警

醒

弱

齢
麟

楠

把

握

す

る

『
書

紀

』

の
手

際

を

見

た

こ
と

に
な

る
。

六
十

一
)
。
と
す

れ
ば

、
ま
し

て
や
そ

の
重
詐

に
至

る

に
及

ん
で



は
、
そ
れ
を
強
引

に
推
し
進
め
た
政
治
力
学

の
、
闇

の
背
景
を
考

歴
史
書

が
次

に

「赤
気

」
を
言

う
の
は
、
お
そ
ら
く

『続

日
本
後

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

紀
』

の
仁

明

天
皇

承

和
六

年

六
月

廿

八

日
条
。

「
是
夜
。

有
赤

(
5
)

「帝

王
の

「
犯
し
」
I

l
物
語

の
始
動

・
展
開

の
装
置
且
」
『
涼

気
。
方

四
十
丈
。
従
坤
方
来
。
至
紫
寝

殿
之
上

。
去
地
廿
許
丈
。

氏
物

語

の
表
現
機
構
』
(
お
う
ふ
う
平
成
八

・
三
)

光
如

炬
火
。
須
與
而

滅
L
と
あ

る
も

の
だ

が
、

『続

日
本
後
紀
』

(
6
)

『善
光
寺
縁

起
』
(室

町
期
の
成
立
)
巻
三

に
、
皇
極
女
帝

の
堕

は
、

こ
こ
に
承
和
九
年
七
月

の
い
わ
ゆ
る

「
承
和

の
変

」
の
兆
を

地
獄

讃
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
吉
原
浩
人

「
皇
極
天
皇

の
堕
地
獄

読
む

の
だ

ろ
う

か
。
不

明
と
す

る
外
な

い
が
、
こ
の
承
和
六
年

と

潭

『
善
光

寺
縁
起

』
-

」

(『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

一
九

い
う
年

は
、
彗
星

や
地
震
、
あ

る
い
は
禁
中

の

「物
性

」
騒
ぎ
な

九

〇

・
八
)
参

照
。

ど
、
天
変
や
怪
異

の
こ
と
が
頻
発
す

る
。
朝

廷
は
こ
の
異
変

を
、

(
7
)

「
紫
式
部

の
皇
室
秘
史
幻
想

へ
の
幻
想

皇
極

目
斎

明
女

帝

謀
叛

の
罪

で
親
王
を
廃

さ
れ

、
そ
の
母
藤
原
吉

子
と
と
も
に
毒

を

と
光
明
聖
后

・
孝
謙

11
称
徳

女
帝
母

子
を
め
ぐ

っ
て
ー

ー
」

(神

仰

い
で
死

ん
だ
伊
豫
親

王
母
子

(平
城

天
皇
大

同
二
年
十

一
月
、

戸
商
科
大

学
経

済
研
究

所

「人

文
論
集
」
第
28
巻
第
3

・
4
号
、

『
日
本
紀
略
』
)

の

「穿

り
」
と

見
、

そ
の
怨
魂
慰
撫

の
た
め
に
、

一
九
九

三

・
三
)

九
月
五

日
、
贈

二
品
伊
豫
親
王

に

一
品
を
、
無
位
藤

原
吉
子

に
従

(
8
)

注
(
7
)
と
同
。

三
位
を

そ
れ
ぞ
れ
贈

る
措
置
を

と
り
、
吉
子

に

つ
い
て
は
さ
ら
に

(
9
)

田
中
卓

『
住
吉
大
社
神

代
記
』

(住
吉
大

社
神
代
記
刊

行
會

、

翌
十
月
七

日
、
贈
従

二
位
と
し

て
い
る
。

そ
の
記
事

に
、

「
以
有

昭
和

二
十
六

・
十
)
。
な
お
、

『神

代
記
』
本
文

の
引
用
も
同
書

崇
也

」
と
あ
る

こ
と

な
ど
か

ら
す

る
と
、
こ

の
年

の
、
「
赤
気

」

49

に
よ
る
。

を
始
め
と
す

る
様

々
の
異
常

は
、
鎮
撫

さ
れ

ぬ
怨
霊

の
な
す

と
こ

(
10
)

注
(
5
)
と
同
。

う
と
把

握
さ
れ

て
い
る
よ
う

で
、

「
承
和

の
変
」
ま

で

の
射
程

は

(
11
)

注
(
5
)
と
同
。

持

た
な

い

の
か

も

し
れ

な

い
。
「
赤

気
」

の
形

状
も

「
方

四
十

(
12
)

不
審
。

太
子
莞
後
七

年
と
言
え
ば
推

古
三
十
六
年
。

『
伝
暦
』

丈
」
と

あ

っ
て
、
『
書
紀
』

の
言
う
と

こ
ろ
と
は
距
離

が
あ

る
こ

は

こ
の
「
有
兵

」
を
、
野
明

即
位

前
紀

の
、
蘇
我

大
臣
が
境
部

厚

と
か
ら
す
る
と
、
『
続

日
本
後
紀
』

の
記
事

は
、

「蛋
尤
旗
」
を
意

理
勢
臣

を
殺

し
た
事

件
と
す

る

の
だ
ろ

う
か
。
と

す
る
と

『
伝

識
し

て
い
る
と

は
考
え
づ
ら

い
。

暦
』
は
、
山
背

大
兄
王
を
皇
位
継
承
者
と
し

て
推
す
摩
理
勢
臣
が

(
16
)

上

田
正
昭

『
女
帝
』

(講
談
社
、

昭
和

四
十
六
)
、
中

西
進

『
天

死

に
、
蝦
夷

の
擁
立
し
た
野
明
が
即
位
す
る
事
を
以

て
、
上
宮

家

智
伝
』

(昭
和

四
十
九
)
等
。

滅
亡

の
道
は
確
定
し
た
と
捉
え
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

(
13
)

こ
の
逸
話

は
、
後

の
も

の
に
な

る
が

『
通
鑑
外
紀
』

(宋
、

劉

恕
撰
)
な
ど

に
も

ほ
ぼ
同
じ
形

で
載
せ
、
有
名
な
話

で
あ

っ
た
ら

し

い
。

(14
)

た
だ
し
、
注

(2
)
参
照
。

(
15
)

「
赤
気
」

の
例
も
、
『
書
紀
』

で
は

こ
こ
以
外

に
見
出
せ
な
い
。


